
 

大阪８８０万人訓練について 

自然災害は忘れたころに同じところ、または、その近

くで発生するといわれています。つまり、「時」だけでは

なく「場」も繰り返されるのです。 

高槻市では、大正６年（１９１７）年に台風により淀

川が決壊した「大塚切れ」をはじめ、河川による水害に度々悩まされて

きました。 

下の表は、これまで大阪府等に被害をもたらした地震や風水害の歴史

です。 

 

大阪府（高槻市）等に被害をもたらした地震の歴史 

年月 地域 大阪府の被害状況（単位：人） 

明治２４（１８９１）年

１０月 

濃尾 M８．０ 死者２４  

負傷者９４ 

昭 和２（１９２７）年 

３月 

北丹後 Ｍ７．３ 死者２１  

負傷者１２６ 

昭和１９（１９４４）年

１２月 

東南海 Ｍ７．９ 死者１４  

負傷者１３５ 

昭和２１（１９４６）年

１２月 

南海 Ｍ８．０ 死者３２  

負傷者４６ 

平成７（１９９５）年 

１月 

兵庫県

南部 

Ｍ７．３ 死者９   

負傷者１９２９ 

平成３０（２０１８）年 

６月 

大阪府 

北部 

M６．１ 死者６ 

負傷者３６９ 

 

大阪府（高槻市）等に被害をもたらした風水害の歴史 

年月 災害名 大阪被害状況（単位：人・棟） 

昭和３６（１９６１）年

９月 

第２室

戸台風 

死者３２ 家屋被害124603 

昭和４２（１９６７）年

９月 

７月 

豪雨 

死者 5  家屋被害136722 

昭和４７（１９７２）年

9月 

台風 

２０号 

死者 3  家屋被害69437 

昭和５７（１９８２）年

８月 

台風 

１０号 

死者 8  家屋被害74140 

平 成９（１９９7）年

９月 

９月 

豪雨 

死者１  家屋被害3460 

平成３０（２０１８）年 

8月 

台風 

２１号 

死者８  家屋被害2021 

 

今後、３０年以内に、最大震度６弱のおそれがある南海トラフ地震が、

約８０％の確率で発生するといわれています。また、有馬高槻断層帯が

動いた場合には、最大震度７という大きな地震の発生が予想されていま

す。 

 



様々な避難場所の違いを知っていますか？  
避難場所種類 使用する場面 

緊急避難場所 

災害の危険から緊急的に逃れるための場所 

※洪水、土砂災害、地震の災害の種類ごとに指定して

います。 

避難所 

家屋の倒壊等により自宅で生活できなくなった被災

者が一定期間滞在するための場所 

※避難所は、緊急避難場所を兼ねます。 

広域避難地 

準広域避難地 

大規模な火災が発生した場合に、炎や熱風、煙などか

ら身を守る場所 

※延焼火災に対し有効な遮断ができる公園等の空き

地を指定しています。 

 

 

 

校区の緊急避難場所の一覧 

 地震 水害 土砂災害  兼 

避難所 

城南 

中学校 

○ × × ○ 地震 

西大冠 

小学校 

○ × × ○ 地震 

若松 

小学校 

○ ○ 

（芥川のみ） 

× ○ 地震 

（水害） 

西大冠 

幼稚園 

○ × × × 

西大冠コミュニテ

ィセンター 

○ × × ○ 地震 

春日ふれあい文

化センター 

○ ○（芥川の

み） 

× ○地震 

(水害) 

城南中学校の校区には、広域避難地や準広域避難地は存在し

ません。大規模な火災が発生した場合、城跡公園周辺や総合ス

ポーツセンター周辺や淀川河川敷がこの校区の近くの広域避

難場所となります。 

家族同士の安否の確認方法、集合場所は決まっていますか？ 
 

避難所とは、一定期間寝泊りすることが可能な緊急避難場所 


